花の髪飾り
　
　
龍之介＃３２
　
　
　花が一輪、それを掴もうとする少女の手をからかう様にふわりふわりと風に舞い、奥まった路地の湿っぽい明かりの中で一つ、二つ、と回転し、懸命に伸ばされた指の先で、陰鬱な空気を吸い尽くしたかの様な色合いの汚泥へと、音もなく着水した。
　どれだけ腹を空かせていようとも、そこに落ちたパンには誰も手を出さないであろうと思われるほどに、黒に緑を若干混ぜ、ほんの少しだけ赤を足した様な醜悪な色をし、手についたとしても、洗い流そうという発想が浮かばないほどの粘度が一目で見て取れるその汚泥は、それでもゆっくりと、面に白い花を浮かべて流れていく。
「……………」
　その光景を、少女は無言のまま眺めるしかなかった。
　
　

　
　
「あーあー……」
　リリウムの自室で、リサはベッドに腰掛けて脚をブラブラとさせていた。
「どうしたの？」
　一仕事終えたクローディアと、その後ろにアイリスがくっついて入ってくる。
「それがねー」
　リサは残念そうな顔をしながら、自らの頭に手をやる。
「カチューシャについてた花飾り、落っとこしちゃったんだよー」
　言葉通り、いつも彼女の髪を飾っていた花がなくなってしまっている。
「拾えばいい」
　気怠そうに椅子へ腰を下ろしながら、アイリスが言う。
「それがさー、ドブだったんだよ。指についたらその部分から速攻で腐っちゃいそうなくらい汚い……」
「まあ……それは拾えないわね。それに、カチューシャについていたものが落ちるなんて……」
　お茶の準備をしながら、クローディアが口を開く。
「そうなんだよねー。落ちるわけないと思ってたから油断してたよー。ああっ！　と思った瞬間にはもうひらひらと風に飛ばされててさぁ。掴もうと思ってがんばったんだけどねー」
　リサが立ち上がり、「こうやって、こうして……」と、花飾りを掴もうと必死になった様を身振り手振りで説明する。クローディアはクスクスと笑い、アイリスは呆れた顔でお茶に口をつける。
「あーあーあー……」
　ベッドに戻り、寝転びながらリサはまた嘆息する。
「お気に入りだったのになー」
　カチューシャを外し、飾りがついていた部分を名残惜しそうに見つめる。
「似合っていたものね」
　クローディアもカップへと手を伸ばす。
「そうそう。お客さんにも結構そう言われて、評判よかったんだけどなぁ」
「諦める」
　嘆くリサにアイリスがぶっきらぼうな声で告げる。
「残念なのはわかるけれど……新しいのを買った方がいいんじゃない？」
　言葉はずいぶんと違うが、クローディアも同じ事を言う。
「それはまー、そーなんだけどさー……」
　そんなことを言いながらリサが煮え切らない顔を続けているところに、
「邪魔するぞ」
　と、入ってきたのはカイムだ。
「邪魔するなら帰れ」
　とつれない即答をよこすアイリスの頭を軽く撫で、カイムは室内に入っていく。
「いらっしゃいませ。今お茶をお出ししますね」
「気を遣うな、クロ」
　そう言われながらも席を立つクローディア。
「やっほー！　カイムだカイムだー！」
　ベッドから体を起こしたリサは満面の笑みでカイムを迎える。
「……まったく、お前は相変わらず無駄に元気がいいな」
　カイムが適当な椅子に腰を下ろす。
「いやー、あはは！　それほどでもー」
「ほめてるわけじゃない」
「しゅーん……」
　いつも通りのやりとりをしている内に、カイムの手元にカップが置かれる。一言礼を言って、カイムが口をつける。
「ねえ、先程まではあんなに嘆かわしい顔をしてたというのに……」
　お茶を出したクローディアが席に戻る。
「嘆かわしい顔？　リサがか？」
　信じられないという顔で尋ねるカイムに「ええ」と答え、クローディアはリサを見る。
「話しておあげなさいな」
「そうそう！　今日ね……」
　クローディアに促され、リサがしゃべり出す。もう一度、身振り手振りを交えての熱弁だった。
「とまあ、こういうことがあって……」
「ふん……」
　話し終えてベッドに座るリサに、
「また買えばいい」
　カイムもまた常識的なアドバイスを送る。
「もー！　カイムまでー。特別なものだったのにー」
「そうなのか？」
　カイムがクローディアとアイリスを交互に見る。
「初耳ですわ」
「知らない」
　二人とも聞かされたことはなかったらしい。
「えー！　これ、カイムが買ってくれたんじゃない！　忘れたのっ？」
　リサがカチューシャを指さす。
「そう……だったか？」
「ふえーん！　やっぱり私なんてどうでもいい娘なんだー！」
　枕に顔を埋め、リサは足をバタバタとさせる。
「……………」
　頭をポリポリと掻き、しばらくの間、昔のことを思い出そうとしていたカイムだったが、
「そうだリサ、この間言ってたことだけどな」
　とりあえず、本来の用事を片付けることにした。
　
　
　
「変な客がいる」と、カイムがリサから相談を受けたのは数日前だ。
「いっつも私を指名してくれるんだ」
「いいお客じゃないか」
　とうとうリサにも固定客がついたのかと、カイムは少しほっとした。
「いやぁ……そのお客が……」
　リサが言い淀む。さては、乱暴を働こうとするか、店で禁止されている行為を行おうとする迷惑な客なのかと、カイムはリサへ続きを促す。
「うんとね……その人、私とただおしゃべりするだけで、何もしてこないんだ」
「はあ？」
　娼館に来て金を払って、安くはない指名料まで出して、やることがただのおしゃべりとは、気でも触れているとしか思えない。確かに『変な客』に違いない。
「お前から床に入る様に誘ったりはしたのか？」
「したした！　したけど頑として拒まれるんだよー」
　娼館に来ても緊張して自分から行為に及べない人間はごくまれにいる。その時は、娼婦の側から上手く誘ってやることで問題は解決する。だが、今回の件はそれでも駄目だった。誘い方云々ではなく、断られたのだ。
「自信なくしちゃうよねー。そんなに魅力ないのかなー？」
　下手だと言われたことはもちろんあったが、行為にすら入れないのはリサも初めてだった。好きで娼婦をやっているわけではないが、それでもプロ意識はある。性行為をしないのならば飲み屋の姉ちゃんでも相手にしてろ、と思う。
「害はないが、気味は悪いな」
「う～ん、そうなんだよねー。いい人だし、話してて楽しいし、いやな目には遭ってないんだけど……」
　だから、ジークには相談しなかったのだとも、リサは言った。
「ま、それでも一応ジークには一言言っておけ。俺もジークと話した後、そいつからちょっと聞いてみることにする」
　そう言って、カイムはその場を離れた。
　
　
　仲良くなって気が緩んだタイミングを見計らって、アブノーマルな行為やクスリを売りつける、といったことをするかも知れないということで、ジークと相談したカイムは、リリウムに向かう途中だったその客を人気のない路地に誘った。
「どういうつもりだ？」
　事前の調べで、風錆やその他組織との繋がりは認められなかった。かといって、安全性が保証されたわけではない。カイムは最低限の警戒心を持って、その男の前に立った。
「え……えっと……」
　普通にしていても『怖い』と評されることのあるカイムに、真正面から鋭い視線で問い詰められれば、一般人は言葉が出ないほどに臆してしまう。
「リリウムに行って金まで払って、なぜリサを抱かない？」
　相手の態度から、変な企み事がないことを感じ取り、カイムは警戒を解く。
「あの娘の……」
　うつむいていた男が、言いながら顔を上げる。
「あの娘の笑顔が好きなんです。この暗くて湿っぽい牢獄にあって、彼女の笑顔は実に晴れやかで、見るだけで元気になるんです。お金を払ってでも見る価値は十分にある……それに、娼婦の仕事で毎日大変だろうから、自分といる間でも休めればいいな、と思って……行為に及ばなかったのはそういう理由です」
　顔を上げた男は、カイムの目を見ながらそう告げた。『惚れている』と取られてもおかしくはない内容だ。だが、リサから聞いた話では、『身請け』や『脱走』といったことはまったく会話に上らなかったという。
　客としてこのまま通わせても危険はないと判断したカイムは、一言残して去ることにした。
「それは結構だが、リサに仕事をさせてやれ。休みは各娼婦と責任者が考えて取っている。無理はしないし、させない。それにな。リサはあんたに抱かれないことで気に病んでいたぞ。魅力がないんじゃないかってな。リサに笑っていてほしいなら、彼女の願うことをしてやれ」
　男はハッとした顔でカイムの背中を見送り、その姿が消えてから、リリウムへと向かった。
　
　
　その夜。ジークの自室。
「よっ、どうだった？」
　入ってきたカイムを、ジークが迎える。
「危険性はない。あのまま通わせても問題は起きんだろうさ」
「……そうか。それなら、ま、安心か」
「ああ」
　ジークの言葉に、カイムが頷く。
「で、どうしてその奴さんは指名までしてリサを抱かないんだ？」
　ジークが尋ねる。
「リサの笑顔が好きで、それ見るだけで満足なんだと……まったく、物好きもいるもんだ」
「成る程なぁ。分からないではない……な」
　カイムの報告に頷く。
「あいつの笑顔は周囲の者を巻き込む。幸せにする……と言ってもいい。この牢獄であそこまで底なしに笑える奴はそうはいないさ……心の底から楽しいかどうかは別にして、な」
「まあな」
　カイムも頷く。
「ところで、リサがここに来た経緯って、知ってたりするのか？」
　逆にカイムから尋ねる。
「……ああ。ここらじゃありふれた話さ。大崩落で牢獄に墜ちた家族が、食うのに困って一人娘を人買いに売った。で、リリウムが買った。それだけだ」
「確かに、ここならいくらでも転がってる話だ。リリウムに買われただけ、ハッピーだと言っていい」
　カイムが口の端を上げる。
「それでも、あの顔で笑える様な境遇じゃあないな。だから、あいつの笑顔は貴重なんだ」
　ジークの言葉に、カイムも無言で頷く。
「あー、これは口外しないでほしいんだが」
　ジークは自分の机を離れ、カイムが座っているソファの向かいに腰を下ろす。
「ゆくゆくは、リサには娼婦達の世話をする立場に就いてもらいたいと考えてるんだ」
「今そんなポジションはなかったはずだ。新しく作るのか？」
　背もたれから身を起こしたカイムに、ジークが頷く。
「ちょっと前に彼女と話す機会があってな。何が一番幸せかっていう話になった。あいつが言うには、リリウムでの売り上げが一番になることも、誰かに身請けされることも、年季が早く明けることも、どれも自分が考える幸せには遠いんだと」
「……確かに。一つ一つ想像してみたが、どれもらしくないな」
　カイムが笑う。
「あたしは、みんなの周りでわいわい笑ってる方が合ってる気がするんですよねー。だとさ」
「で、考えたのがさっきのポジションか」
　ジークは首を縦に振り、葉巻に火をつける。
「前から似た様な役割を作れないかと考えていたところでな。話を聞いて、リサが適任だと思ったのさ」
「ふむ……で、いつ作るんだ？」
　カイムが尋ねる。
「それが考えどころでなぁ。リサが年取るまで待ってもいいし、今から役割を作って適当な人間を先に当てはめるでもいいし……ま、その辺は追々考えるさ」
　そう言って、ジークは笑った。
　
　
　
「あーあーあーあー……」
　カイムが、「例の客の件は心配いらない。何も企んでいない様だし、次からはちゃんと抱く様に言っておいた」と説明し終わった後でも、リサはただただ嘆いていた。
「……………」
　花飾りの取れたカチューシャを頭に乗せているリサは、どこか輝きを失っている様に、カイムには見えた。何か『らしくない』感じを受ける。
「分かった、分かった」
　本当に自分が買い与えたものかは思い出せないが、買ってもらった本人がそう言っているのだから間違いないのだろうと、カイムは割り切る。
「俺がもう一度買ってやる。それで我慢しろ」
「ホントに、ホントに、ホントにっ！」
　リサがベッドから文字通り跳ね上がる。
「ああもう、三回も言わなくていい。現金な奴め」
「うれしーなー！　その一言を待ってたんだよー！　さっすがカイム！」
　リサはカイムの腕を抱き、飛び跳ねている。今すぐにでもリリウムを飛び出して買いに行きそうなノリだ。
「まだ仕事があるだろ？　行くのは明日の朝だ」
　腕を振りほどき、リサから少し離れる。
「よろしいのですか？　あまりお高いものではないとはいえ、リサの不注意で落としたものをカイム様がお出しになるのは……」
「カイム、甘い」
　クローディアとアイリスが口を挟む。
「ああ。実を言うとな、さっき話した客の件で一応ジークから報酬をもらってるんだが、ちょっとした調査と会話をしただけで、金をもらう様な仕事じゃない。それをリサに返すと思うことにする」
「まあ、お優しいですこと」
　クローディアがクスッと笑う。
「よーし！　俄然やる気が出てきたぞー！　今夜は張り切っていこう！」
　その横で、リサがガッツポーズをする。
「あの調子じゃ、今夜のあいつは暇そうだな」
「気合いは無駄。空回りするだけ」
　カイムの言葉に、アイリスが同調する。
「ま、元気なのはいいことだ。じゃ、また来る」
　右手を挙げ、カイムは部屋を後にする。
　あの客が今夜来るかは分からないが、もし来て床に入ったとしても、何とも艶のない、カラッとした夜になりそうだと、カイムは苦笑した。
　
　

　
　
　牢獄に雨が降った。
　排水路はいとも容易く増水し、醜悪な色を帯びた汚泥は道端に流れ出る。
　
　
「ねーねー、ホントに憶えてないのー？」
　外套の端をヒラヒラさせながら、新しいカチューシャを頭に乗せたリサがカイムの横を歩いている。
「ああ、憶えてない」
　雨が強くなる前に帰ろうと、カイムも早足に歩く。
　
　
　汚泥に絡め取られていた花もまた、雨に流され、石畳の上にその身を横たえた。
　雨は降り続ける。
　
　
「もー、しょーがないなー……ヒント。私がねー」
　足が濡れるのも構わず、リサは小走りにカイムを追い越し、その先でクルッと振り返る。
「初めてお客取った日！」
　カイムはハッとして足を止める。
　
　
　雨脚は刻一刻と強さを増し、花は大粒の雫によって石畳に打ち付けられる。
　白い花弁にこびりついた汚泥は、雨に削られ、流されていく。
　
　
　性技を仕込まれている期間は自分の境遇を受け入れ、よく笑い、よくしゃべっていたリサだったが、初めて客を取った日の夜は、さすがに自室のベッドでふさいでいた。
　それをたまたま見かけたカイムが、見かねて「何か買ってやるから来い」と夜市へ連れ出し、与えたのがあのカチューシャだった。
　もう、何年も前になる。買い与えた本人が忘れるほど、年月が経った。
（……健気な奴め）
　唇を僅かに吊り上げ、カイムはまた歩き出す。
　
　
　降り止まない雨の中、暗い石畳の上で、花はその白い姿を取り戻していった。
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					「いやー、あはは！　それほどでもー」

				



						

					「ほめてるわけじゃない」

				



						

					「しゅーん……」

				



						

					　いつも通りのやりとりをしている内に、カイムの手元にカップが置かれる。一言礼を言って、カイムが口をつける。

				



						

					「ねえ、先程まではあんなに嘆かわしい顔をしてたというのに……」

				



						

					　お茶を出したクローディアが席に戻る。

				



						

					「嘆かわしい顔？　リサがか？」

				



						

					　信じられないという顔で尋ねるカイムに「ええ」と答え、クローディアはリサを見る。

				



						

					「話しておあげなさいな」

				



						

					「そうそう！　今日ね……」

				



						

					　クローディアに促され、リサがしゃべり出す。もう一度、身振り手振りを交えての熱弁だった。

				



						

					「とまあ、こういうことがあって……」

				



						

					「ふん……」

				



						

					　話し終えてベッドに座るリサに、

				



						

					「また買えばいい」

				



						

					　カイムもまた常識的なアドバイスを送る。

				



						

					「もー！　カイムまでー。特別なものだったのにー」

				



						

					「そうなのか？」

				



						

					　カイムがクローディアとアイリスを交互に見る。

				



						

					「初耳ですわ」

				



						

					「知らない」

				



						

					　二人とも聞かされたことはなかったらしい。

				



						

					「えー！　これ、カイムが買ってくれたんじゃない！　忘れたのっ？」

				



						

					　リサがカチューシャを指さす。

				



						

					「そう……だったか？」

				



						

					「ふえーん！　やっぱり私なんてどうでもいい娘なんだー！」

				



						

					　枕に顔を埋め、リサは足をバタバタとさせる。

				



						

					「……………」

				



						

					　頭をポリポリと掻き、しばらくの間、昔のことを思い出そうとしていたカイムだったが、

				



						

					「そうだリサ、この間言ってたことだけどな」

				



						

					　とりあえず、本来の用事を片付けることにした。

				



						

					　

				



						

					　

				



						

					　

				



						

					「変な客がいる」と、カイムがリサから相談を受けたのは数日前だ。

				



						

					「いっつも私を指名してくれるんだ」

				



						

					「いいお客じゃないか」

				



						

					　とうとうリサにも固定客がついたのかと、カイムは少しほっとした。

				



						

					「いやぁ……そのお客が……」

				



						

					　リサが言い淀む。さては、乱暴を働こうとするか、店で禁止されている行為を行おうとする迷惑な客なのかと、カイムはリサへ続きを促す。

				



						

					「うんとね……その人、私とただおしゃべりするだけで、何もしてこないんだ」

				



						

					「はあ？」

				



						

					　娼館に来て金を払って、安くはない指名料まで出して、やることがただのおしゃべりとは、気でも触れているとしか思えない。確かに『変な客』に違いない。

				



						

					「お前から床に入る様に誘ったりはしたのか？」

				



						

					「したした！　したけど頑として拒まれるんだよー」

				



						

					　娼館に来ても緊張して自分から行為に及べない人間はごくまれにいる。その時は、娼婦の側から上手く誘ってやることで問題は解決する。だが、今回の件はそれでも駄目だった。誘い方云々ではなく、断られたのだ。

				



						

					「自信なくしちゃうよねー。そんなに魅力ないのかなー？」

				



						

					　下手だと言われたことはもちろんあったが、行為にすら入れないのはリサも初めてだった。好きで娼婦をやっているわけではないが、それでもプロ意識はある。性行為をしないのならば飲み屋の姉ちゃんでも相手にしてろ、と思う。

				



						

					「害はないが、気味は悪いな」

				



						

					「う～ん、そうなんだよねー。いい人だし、話してて楽しいし、いやな目には遭ってないんだけど……」

				



						

					　だから、ジークには相談しなかったのだとも、リサは言った。

				



						

					「ま、それでも一応ジークには一言言っておけ。俺もジークと話した後、そいつからちょっと聞いてみることにする」

				



						

					　そう言って、カイムはその場を離れた。

				



						

					　

				



						

					　

				



						

					　仲良くなって気が緩んだタイミングを見計らって、アブノーマルな行為やクスリを売りつける、といったことをするかも知れないということで、ジークと相談したカイムは、リリウムに向かう途中だったその客を人気のない路地に誘った。

				



						

					「どういうつもりだ？」

				



						

					　事前の調べで、風錆やその他組織との繋がりは認められなかった。かといって、安全性が保証されたわけではない。カイムは最低限の警戒心を持って、その男の前に立った。

				



						

					「え……えっと……」

				



						

					　普通にしていても『怖い』と評されることのあるカイムに、真正面から鋭い視線で問い詰められれば、一般人は言葉が出ないほどに臆してしまう。

				



						

					「リリウムに行って金まで払って、なぜリサを抱かない？」

				



						

					　相手の態度から、変な企み事がないことを感じ取り、カイムは警戒を解く。

				



						

					「あの娘の……」

				



						

					　うつむいていた男が、言いながら顔を上げる。

				



						

					「あの娘の笑顔が好きなんです。この暗くて湿っぽい牢獄にあって、彼女の笑顔は実に晴れやかで、見るだけで元気になるんです。お金を払ってでも見る価値は十分にある……それに、娼婦の仕事で毎日大変だろうから、自分といる間でも休めればいいな、と思って……行為に及ばなかったのはそういう理由です」

				



						

					　顔を上げた男は、カイムの目を見ながらそう告げた。『惚れている』と取られてもおかしくはない内容だ。だが、リサから聞いた話では、『身請け』や『脱走』といったことはまったく会話に上らなかったという。

				



						

					　客としてこのまま通わせても危険はないと判断したカイムは、一言残して去ることにした。

				



						

					「それは結構だが、リサに仕事をさせてやれ。休みは各娼婦と責任者が考えて取っている。無理はしないし、させない。それにな。リサはあんたに抱かれないことで気に病んでいたぞ。魅力がないんじゃないかってな。リサに笑っていてほしいなら、彼女の願うことをしてやれ」

				



						

					　男はハッとした顔でカイムの背中を見送り、その姿が消えてから、リリウムへと向かった。

				



						

					　

				



						

					　

				



						

					　その夜。ジークの自室。

				



						

					「よっ、どうだった？」

				



						

					　入ってきたカイムを、ジークが迎える。

				



						

					「危険性はない。あのまま通わせても問題は起きんだろうさ」

				



						

					「……そうか。それなら、ま、安心か」

				



						

					「ああ」

				



						

					　ジークの言葉に、カイムが頷く。

				



						

					「で、どうしてその奴さんは指名までしてリサを抱かないんだ？」

				



						

					　ジークが尋ねる。

				



						

					「リサの笑顔が好きで、それ見るだけで満足なんだと……まったく、物好きもいるもんだ」

				



						

					「成る程なぁ。分からないではない……な」

				



						

					　カイムの報告に頷く。

				



						

					「あいつの笑顔は周囲の者を巻き込む。幸せにする……と言ってもいい。この牢獄であそこまで底なしに笑える奴はそうはいないさ……心の底から楽しいかどうかは別にして、な」

				



						

					「まあな」

				



						

					　カイムも頷く。

				



						

					「ところで、リサがここに来た経緯って、知ってたりするのか？」

				



						

					　逆にカイムから尋ねる。

				



						

					「……ああ。ここらじゃありふれた話さ。大崩落で牢獄に墜ちた家族が、食うのに困って一人娘を人買いに売った。で、リリウムが買った。それだけだ」

				



						

					「確かに、ここならいくらでも転がってる話だ。リリウムに買われただけ、ハッピーだと言っていい」

				



						

					　カイムが口の端を上げる。

				



						

					「それでも、あの顔で笑える様な境遇じゃあないな。だから、あいつの笑顔は貴重なんだ」

				



						

					　ジークの言葉に、カイムも無言で頷く。

				



						

					「あー、これは口外しないでほしいんだが」

				



						

					　ジークは自分の机を離れ、カイムが座っているソファの向かいに腰を下ろす。

				



						

					「ゆくゆくは、リサには娼婦達の世話をする立場に就いてもらいたいと考えてるんだ」

				



						

					「今そんなポジションはなかったはずだ。新しく作るのか？」

				



						

					　背もたれから身を起こしたカイムに、ジークが頷く。

				



						

					「ちょっと前に彼女と話す機会があってな。何が一番幸せかっていう話になった。あいつが言うには、リリウムでの売り上げが一番になることも、誰かに身請けされることも、年季が早く明けることも、どれも自分が考える幸せには遠いんだと」

				



						

					「……確かに。一つ一つ想像してみたが、どれもらしくないな」

				



						

					　カイムが笑う。

				



						

					「あたしは、みんなの周りでわいわい笑ってる方が合ってる気がするんですよねー。だとさ」

				



						

					「で、考えたのがさっきのポジションか」

				



						

					　ジークは首を縦に振り、葉巻に火をつける。

				



						

					「前から似た様な役割を作れないかと考えていたところでな。話を聞いて、リサが適任だと思ったのさ」

				



						

					「ふむ……で、いつ作るんだ？」

				



						

					　カイムが尋ねる。

				



						

					「それが考えどころでなぁ。リサが年取るまで待ってもいいし、今から役割を作って適当な人間を先に当てはめるでもいいし……ま、その辺は追々考えるさ」

				



						

					　そう言って、ジークは笑った。

				



						

					　

				



						

					　

				



						

					　

				



						

					「あーあーあーあー……」

				



						

					　カイムが、「例の客の件は心配いらない。何も企んでいない様だし、次からはちゃんと抱く様に言っておいた」と説明し終わった後でも、リサはただただ嘆いていた。

				



						

					「……………」

				



						

					　花飾りの取れたカチューシャを頭に乗せているリサは、どこか輝きを失っている様に、カイムには見えた。何か『らしくない』感じを受ける。

				



						

					「分かった、分かった」

				



						

					　本当に自分が買い与えたものかは思い出せないが、買ってもらった本人がそう言っているのだから間違いないのだろうと、カイムは割り切る。

				



						

					「俺がもう一度買ってやる。それで我慢しろ」

				



						

					「ホントに、ホントに、ホントにっ！」

				



						

					　リサがベッドから文字通り跳ね上がる。

				



						

					「ああもう、三回も言わなくていい。現金な奴め」

				



						

					「うれしーなー！　その一言を待ってたんだよー！　さっすがカイム！」

				



						

					　リサはカイムの腕を抱き、飛び跳ねている。今すぐにでもリリウムを飛び出して買いに行きそうなノリだ。

				



						

					「まだ仕事があるだろ？　行くのは明日の朝だ」

				



						

					　腕を振りほどき、リサから少し離れる。

				



						

					「よろしいのですか？　あまりお高いものではないとはいえ、リサの不注意で落としたものをカイム様がお出しになるのは……」

				



						

					「カイム、甘い」

				



						

					　クローディアとアイリスが口を挟む。

				



						

					「ああ。実を言うとな、さっき話した客の件で一応ジークから報酬をもらってるんだが、ちょっとした調査と会話をしただけで、金をもらう様な仕事じゃない。それをリサに返すと思うことにする」

				



						

					「まあ、お優しいですこと」

				



						

					　クローディアがクスッと笑う。

				



						

					「よーし！　俄然やる気が出てきたぞー！　今夜は張り切っていこう！」

				



						

					　その横で、リサがガッツポーズをする。

				



						

					「あの調子じゃ、今夜のあいつは暇そうだな」

				



						

					「気合いは無駄。空回りするだけ」

				



						

					　カイムの言葉に、アイリスが同調する。

				



						

					「ま、元気なのはいいことだ。じゃ、また来る」

				



						

					　右手を挙げ、カイムは部屋を後にする。

				



						

					　あの客が今夜来るかは分からないが、もし来て床に入ったとしても、何とも艶のない、カラッとした夜になりそうだと、カイムは苦笑した。

				



						

					　

				



						

					　

				



						

					　

				



						

					　

				



						

					　

				



						

					　牢獄に雨が降った。

				



						

					　排水路はいとも容易く増水し、醜悪な色を帯びた汚泥は道端に流れ出る。

				



						

					　

				



						

					　

				



						

					「ねーねー、ホントに憶えてないのー？」

				



						

					　外套の端をヒラヒラさせながら、新しいカチューシャを頭に乗せたリサがカイムの横を歩いている。

				



						

					「ああ、憶えてない」

				



						

					　雨が強くなる前に帰ろうと、カイムも早足に歩く。

				



						

					　

				



						

					　

				



						

					　汚泥に絡め取られていた花もまた、雨に流され、石畳の上にその身を横たえた。

				



						

					　雨は降り続ける。

				



						

					　

				



						

					　

				



						

					「もー、しょーがないなー……ヒント。私がねー」

				



						

					　足が濡れるのも構わず、リサは小走りにカイムを追い越し、その先でクルッと振り返る。

				



						

					「初めてお客取った日！」

				



						

					　カイムはハッとして足を止める。

				



						

					　

				



						

					　

				



						

					　雨脚は刻一刻と強さを増し、花は大粒の雫によって石畳に打ち付けられる。

				



						

					　白い花弁にこびりついた汚泥は、雨に削られ、流されていく。

				



						

					　

				



						

					　

				



						

					　性技を仕込まれている期間は自分の境遇を受け入れ、よく笑い、よくしゃべっていたリサだったが、初めて客を取った日の夜は、さすがに自室のベッドでふさいでいた。

				



						

					　それをたまたま見かけたカイムが、見かねて「何か買ってやるから来い」と夜市へ連れ出し、与えたのがあのカチューシャだった。

				



						

					　もう、何年も前になる。買い与えた本人が忘れるほど、年月が経った。

				



						

					（……健気な奴め）

				



						

					　唇を僅かに吊り上げ、カイムはまた歩き出す。

				



						

					　

				



						

					　

				



						

					　降り止まない雨の中、暗い石畳の上で、花はその白い姿を取り戻していった。

				



						

					　

				



			



		

	

